
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【彙報】 

①展示会・講演会開催報告 

 

浜松展示会・講演会 
 
 
東亜同文書院大学記念センターが主催する展示会「東亜同文書院の 45 年、愛知大学の 70

年―愛知大学記念館所蔵コレクション展」を、7/11（火）～7/17（月・祝）の 1 週間、クリ

エート浜松にて開催しました。2006 年から、横浜、東京、弘前、福岡、神戸、シカゴ、京

都、米沢、名古屋、富山、那覇、長崎、岐阜、広島、松本、名古屋にて開催し、今回の浜

松が 17 番目となります。 
東亜同文書院から愛知大学への歩みについて、また、東亜同文書院ゆかりの近衛篤麿、

文麿父子の書、中国革命の推進者孫文や彼を支援した東亜同文書院職員山田良政、同卒業

生純三郎兄弟に関する資料などを展示しました。さらに、今回の会場の地元静岡から東亜

同文書院に入学した人々の足跡についても紹介しました。中には静岡出身の東亜同文書院

生を紹介する展示物の中に親

族の名前を見つけて懐かしが

る方もお見えになりました。 
7/11（火）には、講演会を開

催し、川井学長のご挨拶につづ

き、三好センター長から「愛知

大学 70 周年と更なるブランド

づくり」、新井野前地域政策学

部長から「地域貢献と愛知大

学」、藤田名誉教授から「近衛

家と東亜同文書院、そして愛知

大学」と題した講演がなされま

した。講演会には、同窓生、一

般の方を含め 60 名が参加者さ

れ、展示会には、350 名の方が

来館されました。 
なお、中日新聞、静岡新聞が

取材にこられ、掲載されました。

静岡県西部地区の方々へ「愛知

大学」、「東亜同文書院」の名前

と 115 年に及ぶ大学史を広め

る良い機会となりました。 
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東亜同文割院の 9 年師芦亨直
愛知大学の 一 年派松展示会・講演会
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 【彙報】 

②その他 

 

名誉博士 平松礼二画伯特別展示会 
 
愛知大学創立 70 周年を記念し、卒業生で本学名誉博士である平松礼二画伯の特別展示会

を 2017 年 10 月 12 日（木）～11 月 14 日（火）の 1 か月間、大学記念館 2 階西側 7 部屋

にて開催しました。 
平松画伯自ら、築 109 年の明治近代遺産である「愛知大学記念館」(旧陸軍 15 師団司令

部・国の登録有形文化財) での展示レイアウトを手掛けられ、原画作品 58 点と屏風 6 点
を厳選されました。日本各地、東海地方、中国、フランス・ジャポニスム、「文藝春秋」の

表紙画など多彩な大作を展示公開することができました。来館者数は 2,564 名と、大学記

念館での催しのなかで過去最多の来館者数となり、大盛況の毎日でした。 
多くの方から意見、感想が寄せられました。 
 

【来館者の感想】 
・ 催しがあって本学旧本館を卒業後久

しぶりに立ち寄れたことにうれしさ

を感じます。 
・ 近代美術館ではない築 109 年の日本

建築での日本画展示に、相性の良さを

感じ、感動しました。 
・ 今日で 4 回目です。著名な美術館での

開催の場合、鑑賞というより人をみる

ことになるが、ここはゆっくりじっく

り鑑賞でき、感動の日々です。 
・ すばらしいの一言！でした。すてきな時間でした。 
・ 友人に誘われて来て、感動しました。生きていて良かったと思いました。いつまでも

この中にいたいと思います。 
・ 初めて原画を直で拝見させていただきました。すばらしい色彩で感動しました。同窓

の先輩がこのようにご活躍されている事に嬉しさを感じます。私も写真を撮りますが、

先生を目標に頑張ります。 
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を｝愛知大学創 v. 70 周 年記念

名誉博士平松礼二画伯特別展示会

8本画から惟界画ヘ

平松礼二画伯

行く夏の夕 100号P<2006年9

本学の創立 70周年を記念し本学名誉博士、卒哭生である平松礼二画伯の特別展示会を開催いたします

今回の展示作品は、苫名な日本画家である平松画伯自ら厳選され、レイアウトされたものです．
日本各地、東海地方、中国、フランス・ジャポニスム、 「又藝呑秋」 の表紙画など多彩な作品が展示されます．
築 l09 年の明治近代遺産である 「愛知大学記念紐（旧陸害 15 師団司令部）に原画作品 58点と屏風6点の

大作が公開されていますn

平松礼二画伯は、 1961 年愛知県立1!!丘高壽学校賃貨科から太字へ、 1%5 年に本学法経学齢をこ卒繋後、日本画家として活動され、算 1

回中8大貫鼠大罵専 10 回山種賽俯鱈賞晨大賞.11112 回 MOA 菱硝鱈大賞．蔓 17 回中日文化賞等を多数受賞、 2000 年断年笥合」号から

11 年111月引J 「文藝尋枚Jlll 哨の穫紙画を径当日本を代畏する画索のひとリでいらっしゃいます また、フランスのジヴェルニ一印景

派曼術館やドイツのヘルリン国立アシア曼塙111,·らの招調濤によ')JII賣会が開催され、 Ill内のみならず. : 畠外てもこ活躍されています，

さらに、多摩冥術＊零艘没 7徳寺大学学長、順天室大学客員軟授を巴任さn、次世代のオ醗育成にも精力的に殿リ柑んでこられました

2017.10.12闘 ~11.14関
く日・月曜日閉館 ※ 11.3園 ·11.5 国・ 11 .12国は開館＞

1 0:00~ 12:00 、 13:00~16:00 

愛知大学豊橋キャンパス 大学記念館

A鱈雄
I ,, , .、''" ,,'"'、―',,,'','ヽ'、,,、"'"'だ'·,,,



 
 
 
 
 
 
 
 

245

同文書院記念報　Vol. 26（2018.03.31）

⑳愛知大学剖立 70周年記念
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 【彙報】 

②その他 

 

愛知大学同窓会創立 65 周年記念『愛大芸術フェア』 
 
 
同窓会 65 周年記念事業として、また愛知大学 70 周年記念事業の一環として、全国総会

の前後 2 週間（10/31～11/14）、愛知大学記念館 2 階東側 5 部屋にて『愛大芸術フェア』が

開催され、本学 OB、OG、7 名の写真、絵画、似顔絵作品が展示公開されました。  
記念館 2 階西側 7 部屋には、本学卒業生で名誉博士平松礼二画伯の 150 点の日本画が併設

展示され、来館者は 2 週間で 1,744 名と、大好評裡で終了いたしました。 
【展示品出品者】 

写真：東松照明（昭和 29 年卒）､鈴木智明（昭和 38 年卒）､八木祥光（昭和 38 年卒） 
      山本宏務（昭和 39 年卒）､新村猛（昭和 40 年卒） 

絵画：山口恵里子（昭和 46 年卒） 
似顔絵作品：大岡立（昭和 47 年卒） 
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平松礼コ画伯t/)特伊1展と併設し、愛大OB . O Gの作昂歴

会場・愛知大学豊橋キャンバス内
愛知大学記念館

20 1 7 年 10Ji 31 FJ 依）-1111 14 日（火）
l!IJ10 年·-平皮 ,. 年 l 0:00 - 1 5:00 
裕学郎さ濱年ぃを辛嘱，
蜘畔帽如閥勅朽マッ JJ 月 •P 山. $a (13): 這匹. ~嶋はご綱で'tltせ伍
と Lて， 螂匹如紐,,,. 公た涅檀血点JJ11<.姦‘し、
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【彙報】 

②その他 

 

名鉄ハイキング 

 
 
 2015、2016 年度に実施された JR さわやかウォーキングに続き、2017 年度は名古屋鉄道

が主催し、豊橋鉄道が共催した「名鉄ハイキング」のコースに愛知大学記念館が選ばれま

した。 
◇コース名／“国重要無形民俗文化財「豊橋鬼祭」と 29 種 400 本の豊橋うめまつりコース” 

  

今回の「名鉄ハイキング」は、愛知大学をスタート地点とし、参加者は総勢 1,292 名、

うち大学記念館に 813 名が来館されました。天候を心配し先を急ぐ方もいましたが、晴れ

間ものぞくハイキング日和となりました。豊橋鉄道渥美線愛知大学前駅を降り、本学豊橋

校舎からハイキングをスタートした 6 割強の方が大学記念館に来館され、多くのコメント

をいただきました。 
 
【来館者の感想】 
・わぁ、すごい！！レトロな建物だぁ！！！ 
・階段の「ミシ、ミシッ」という音がいいですね。 
・私はちょうど 50 年代の者です。寮の様子の展示物を見て昔を思い出しました。 
・愛知大学を卒業した者です。この大学はほんとにすばらしい大学だったんだよ。 
・入館してみたらとても素敵な建物で、こんな歴史のある大学だったなんて感動しました。 

 
昨年リニューアルした展示室では、史資料の説明パネルやキャプションをじっくり読ま

れる方や、愛知大学公館、学生寮、昭和 20～50 年代の学生生活等の写真パネルを見て懐か

しがられる方がおられました。「東亜同文書院 45 年、愛知大学 70 年」の歴史を誇る愛知大

学を体感していただけたことを嬉しく思います。  
 
 

“国重要無形民俗文化財「豊橋鬼祭」と 29 種 400 本の豊橋うめまつりコース” 

愛知大学校内→愛知大学記念館→向山緑地梅林園（うめまつり）→石畳を走る路面電車→秋葉山常夜灯と東

惣門→安久美神戸神明社（豊橋鬼祭）→ヤマサちくわ本店→ココラアベニュー2F 
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2017年3月21日現在

個人 ゼミ

4月 85 29 50 3 164 0 （ゼミ2クラス）

5月 114 312 96 3 522 18 （ゼミ3クラス）※「個人」に文学部1年生ガイダンス利用者（304名）含む

6月 147 66 25 2 238 0 （ゼミ1クラス）

7月 166 55 0 0 221 6 オープンキャンパス（111名）※「個人」に現代中国学部1年生豊橋キャンパスツ

8月 42 4 0 0 46 3
9月 184 6 0 2 190 0 オープンキャンパス（77名）

10月 813 40 121 0 974 1 （ゼミ6クラス）

11月 1563 4 53 0 1620 0 （ゼミ3クラス）

12月 71 41 35 0 147 8 （ゼミ2クラス）　

1月 57 28 0 0 85 0
2月 887 6 0 0 893 0
3月 63 0 0 0 63 0
計 4,192 591 380 10 5,163 36

4月6日 　笑って元気「すこやか」(21名) 7月16日 　豊橋校舎オープンキャンパス（111名）

4月8日 　豊橋ユネスコ協会(14名) 7月22日 　博物館学芸員課程実習生（2名）

4月11日 　東栄町教育委員会(2名) 7月24日 　南海大学（6名）

　湖西市役所企画部(6名) 7月25日 　川西町へ行く学生の勉強会

4月21日 　国立歴史民俗博物館(1名） 8月9日 　豊橋ユネスコ協会(6名)

4月25日 　豊橋商業高校（11名） 8月25日 　目白大学（4名）

5月3日 　大阪教育大学（1名） 9月16日 　文化財センター（20名）

5月9日 　さわやかウォーキング団体（18名） 9月24日 　豊橋校舎オープンキャンパス（77名）

5月11日 　山形県川西町生涯学習課（2名） 　高山市役所（1名）

5月16日 　愛知大学豊橋校舎復興を考える勉強会（5 9月29日 　豊橋南陽地区市民館市民講座（60名）

5月19日 　大阪大学ほか（2名） 10月7日 　神奈川大学（1名）

5月20日 　時習館高校（1名） 11月4日 　愛知大学同窓会総会

5月24日 　美和高校保護者（30名） 　愛知大学へ上海丸模型の寄贈並びに感謝状贈呈式

5月26日 　豊橋コンベンション協会 11月7日 　豊橋コンベンション協会、名古屋鉄道（1名）、豊橋鉄道（2名）

5月31日 　マレーシア学生豊橋スタディツアー（15名） 11月13日 　上海中学（1名）

6月2日 　豊橋東高校（1名）、藤ノ花高校（1名）、御津12月5日 　豊橋南陽地区市民館市民講座（10名）

　校（1名） 　時習館高校（6名）

6月3日 　豊橋コンベンション協会 12月12日 　東愛知新聞社（1名）

6月7日 　豊橋市役所（2名）、豊川高校（2名） 12月14日 　筑波大学（1名）

6月13日 　奥三河ビジョンフォーラム（2名） 12月16日 　早稲田大学奉仕園（1名）

6月15日 　南陽地区市民館（1名） 1月9日 　新城市役所（4名）

6月17日 　愛知大学後援会父母教育懇親会（34名） 1月23日 　名古屋リビング新聞（1名）

6月21日 　山形県川西町まちづくり課地域振興グル 1月24日 　中日新聞豊橋総局（1名）

　ープ（2名） 1月31日 　朝日新聞（1名）

7月7日 　精華学園高等学校（13名） 2月10日 　名鉄ハイキング（813名）

7月8日 　現代中国学部1年生豊橋キャンパスツアー（36名）

　　　※以上は東亜同文書院大学記念センター集計による（確認できたもののみ）

<予約参観記録>  (敬称略）

東亜同文書院大学記念センター展示室利用状況（2017年度）

学   内
学外 (団体数)

(うち外
国人）計 
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【彙報】

②その他 

2017年度記念センター活動記録（敬称略）

◇展示会・講演会

「東亜同文書院の45年愛知大学の70年」

主催：愛知大学東亜同文書院大学記念セン

ター

後援：一般財団法人霞山会、公益財団法人愛

知大学教育研究支援財団、愛知大学同

窓会

「愛知大学記念館所蔵コレクション展」

日時：2017年7月11日(火)～17日(月) 
会場：クリエート浜松

―講演会―
日時：2017年7月11日(火) 
会場：クリエート浜松 ホール

【講演内容】

・講演１

三好 章（愛知大学東亜同文書院大学記念センター

長、現代中国学部教授）

「愛知大学70周年と更なるブランドづくりをめ

ざして」

・講演２

新井野 洋一（愛知大学地域政策学部教授、前地域

政策学部長）

「地域貢献と愛知大学～「知を愛し世界へ」と

「地を愛し未来へ」～」

・講演２

藤田 佳久（愛知大学名誉教授、元東亜同文書院大

学記念センター長）

「近衞家と東亜同文書院、そして愛知大学」

◇特別展

「名誉博士 平松礼二画伯特別展示会」

日時：2017年10月12日（木）～11月12日（火）

会場：愛知大学記念館 2階西側展示室

「愛知大学同窓会全国総会・愛大芸術

フェア」

日時：2017年11月4日（土）～12日（火）

会場：愛知大学記念館 2階西側展示室

◇センターに関する掲載記事・広告

・東日新聞「開学の志 形変え実現へ」

(2017.5.9)
・中日新聞【広告】「愛知大学創立70周年事業

東亜同文書院の45年愛知大学の70年」

(2017.6.28) 
・東奥日報社「県人の関わりも鮮明に」

近着図書☆「近代日中関係史の中のアジア主

義」馬場毅編              (2017.7.7)
・静岡新聞「愛知大と前身の東亜同文書院 孫

文らの書など80点」          (2017.7.12) 
・中日新聞「愛知大の歴史紹介 前身の東亜同

文書院大も」              (2017.7.12) 
・中日新聞「日本の風景 名作並ぶ 平松さん、

母校愛大で絵画展」         (2017.10.12) 
・東日新聞「平松礼二画伯特別展示会を撮る」

                      (2017.10.16) 
・朝日新聞「戦時下 日本人学徒たちの上海」

(2018.2.28)

◇センター資料使用先一覧

川西町長 原田俊二

使用目的：川西町交流館内常設展示「アルカ

ディア人物館」および町立小学校

社会科副読本

使用資料：現物（計9点）

「玉庭尋常小学校卒業證書」、「雑記

帳簿」、(船の絵)、「農學 壱」、「書

簡（母・甥宛）」、書簡「①林毅陸

学長退職の挨拶状写し、②本間喜

一先生学長就任の挨拶状写し、③
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諮演会

。講演 1

三好章（麟大学麺同文書駄罪紐ンター

長、現代中国学部教授）

。講演 2

新井野洋一（愛知大学地域政策学部教授、前地域

政策学部長）

。講演 2

藤田佳久（愛知大学名誉教授、元東亜同文書院大

学記念センター長）



愛知大学の現状について（①②③

一綴り）」、（山形県、八生山のおふ

だ）、（東京オリンピック招致に関

する書類のコピー）、「時計」

写真（計8点）

「本間喜一肖像」、「愛知大学記念

館外観」、「1944年頃の旧第一陸軍

予備士官学校本部（現愛知大学記

念館）」、「上海にあった東亜同文書

院（大学）」、「造成中の校内を回る

本間先生と用務員」、「本間家の

人々」、「本間喜一・登龜夫妻と長

男忠彦」、「玉庭で（家族写真、本

間喜一13歳）」

使 用日 ：2017年4月1日～2018年3月31日

山形建設株式会社

使用目的：山形交響楽団定期演奏会パンフレ

ット

使用資料：「本間喜一肖像写真｣､｢愛知大学旧

本館写真｣

使 用日 ：2017年6月3、4日

株式会社彩流社

使用目的：萩原稔・伊藤信哉著『近代日本の

対外認識Ⅱ』

使用資料：「大村欣一東亜同文書院教授の顔写

真」

使 用日 ：2017年7月

株式会社現代書館

使用目的：旅の文化研究所編「旅の民俗」シ

リーズ 第3巻『楽しむ』

使用資料：写真「第13期生のうち江西西コー

ス出発時の一行」

使 用日 ：2017年10月20日

◇東亜同文書院大学記念センター運営

委員会

・第１回

日 時：2017年5月24日（水）

会 場：豊橋校舎 研究館 第3会議室（TV）

名古屋校舎 厚生棟 応接室（TV）
出席者：三好センター長、加納、神谷、クサカ、

（事務局）田辺、長本、藤田諭、伊藤綾

・第２回

日 時：2017年7月7日（金）

会 場：豊橋校舎 本館 第1会議室（TV）
名古屋校舎 厚生棟 会議室W31（TV）

出席者：三好センター長、加納、黄、クサカ、

（事務局）田辺

・第３回

日 時：2017年10月3日（火）

会 場：豊橋校舎 研究館 第1会議室（TV）
名古屋校舎 厚生棟 会議室W31（TV）

出席者：三好センター長、加納、黄、神谷、ク

サカ、

（事務局）田辺

・第４回

日 時：2017年12月5日（火）

会 場：豊橋校舎 研究館 第3会議室（TV）
名古屋校舎 厚生棟 会議室(W31)（TV）

出席者：三好センター長、黄、神谷、クサカ

（事務局）田辺、長本、伊藤綾

・第５回

日 時：2018年2月28日（水）

会 場：豊橋校舎 研究館 第3会議室（TV）
名古屋校舎 厚生棟 会議室W32（TV)

出席者：三好センター長、神谷、クサカ、

（事務局）田辺、伊藤綾

◇センター関係者研究業績（2017年3月
～2018年3月）

三好 章

『根岸佶著作集』第4–5巻（不二出版、2017
年8月–11月）「東亜同文書院の近年の研究に

ついて」（中国人留学生史研究会第54回各台

例会「東亜同文書院と日中関係」、神奈川大
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写真（計 点）



 
 

学、2017年9月30日）、「東亜同文書院と東ア

ジア──「大旅行」「従軍」「学徒出陣」──」

企画分科会運営（日本現代中国学会第67回
全国学術大会、愛知大学、2017年10月29日）、

講評「東亜同文書院、アジア主義、対日協

力政権──『近代日中関係史の中のアジア

主義』『書院生、アジアを行く』『対日協力

政権とその周辺』」──」（中国現代史研究

会、愛知大学、2017年12月17日）

藤田 佳久

佐藤恭彦共著『日本人学徒たちの上海──

上海日本人中学校と東亜同文書院──』（あ

るむ、2017年12月）。「三遠南信地域におけ

る中央構造線文化軸」（和田明美編『道と越

境の歴史文化』、青簡舎、2017年4月）、「幕

末期に上海を訪れた日本人藩士たちと岸田

吟香の行動空間」（『歴史地理学』第59号第

3号、2017年6月）、「東亜同文会──教育者

としての近衞篤麿──」（『歴史に学ぶ明治

期アジアへのまなざし──よりよき関係構

築をめざして──』、霞山会、2017年12月）。

斉藤彦徳『三河国軍物語』（アトリエa.ma.）
翻刻版推薦文（2017年9月）、「愛知大学地理

学教室時代の吉野正敏先生」（『吉野正敏先

生の思い出』、筑波大学吉野正敏先生顕彰会、

2017年9月）、「愛知大学記念館──文化庁登

録有形文化財──」（『教育旅行』、2017年11
月）、「「過疎」から「限界集落」への転用」

他全7回（『神戸新聞』夕刊、2017年9–12月）。

「愛知大学豊橋校舎の立地と豊橋地域のあ

り方」（愛知大学豊橋校舎の活性化･利活用

を考える会、2017年5月16日）、「幕末期に上

海を訪れた藩士たちと岸田吟香の行動空間」

（歴史地理学会第60回大会記念公開講演会、

2017年6月17日）、「豊川下流域の霞堤につい

て」（国土交通省豊橋河川事務所他、2017年
7月8日）、「南信州・遠山郷への招待──歴

史的文化軸、霜月祭と「遠山」郷」（三遠南

信地域の文化を語る会、2017年10月17日）、

「書院生の見た近代東アジア──東亜同文

書院大旅行再考」（「東亜同文書院と東アジ

ア──「大旅行」「従軍」「学徒出陣」──」、

日本現代中国学会第67回全国学術大会、愛

知大学、2017年10月29日）、「豊川放水路と

豊川下流域について」（国土交通省豊橋河川

事務所他、2017年11月5日）、「豊橋・田原・

豊川稲荷現地巡検」（全国大学史協議会愛知

大学大会、2017年11月13日）、「450年目を迎

えた松原用水の展開と用水地域の地域像変

化」（愛知県農業科、松原用水土地改良区、

2017年12月2日）、「東亜同文会──教育者と

しての近衛篤麿──」（「Think Asia─アジア

理解講座」シンポジウム「明治期アジアへ

のまなざし──より良き関係構築を目指し

て──」、立命館アジア太平洋大学、2017年
12月10日」）。「平成大合併の功罪──愛知県

富山村──」CBC取材。国土交通省河川功

労賞、日本地理学会名誉会員受賞。

馬場 毅

趣旨説明「東亜同文書院、アジア主義、対

日協力政権──『近代日中関係史の中のア

ジア主義』『書院生、アジアを行く』『対日

協力政権とその周辺』」──」（中国現代史

研究会、愛知大学、2017年12月17日）

武井 義和

「大村欣一東亜同文書院教授の中国認識

──1910〜20年代の研究とその特徴──」

（『近代日本の大概認識Ⅱ』、彩流社、2017年
8月）、「大村欣一の思想について」（中国現

代史研究会東海地区11月例会、愛知大学、

2017年11月18日）

石田 卓生

「大内隆雄和东亚同文书院」（『伪满时期文学

资料整理与研究 研究卷 伪满洲国文学研究

在日本』、哈尔滨：北方文艺出版社、2017年）、

「戦前日本の中国語教育と東亜同文書院大

学」（『歴史と記憶』愛知大学国研叢書、2017
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年11月）。「『華語萃編』初集にみる東亜同文

書院中国語教育の変遷──統計的手法を援

用した分析」（『中国研究月報』Vol.72 No.2
（840）、2018年2月）、「今泉潤太郎先生に聞

く──愛知大学入学から中日大辞典編纂処

へ──」（『日中語彙研究』第7号、2018年3
月）。「東亜同文書院の中国語教育活動──

同文書院生使用のテキスト・ノートを手が

かりとして」（中国人留学生史研究会第54回
各台例会「東亜同文書院と日中関係」、神奈

川大学、2017年9月30日）、「1937年、書院生

従軍について──第34期生原田実之の記録

を中心に──」（「東亜同文書院と東アジア

──「大旅行」「従軍」「学徒出陣」──」、

日本現代中国学会第67回全国学術大会、愛

知大学、2017年10月29日）

野口 武

書評『書院生、アジアを行く』（「東亜同文

書院、アジア主義、対日協力政権──『近

代日中関係史の中のアジア主義』『書院生、

アジアを行く』『対日協力政権とその周辺』」

──」、中国現代史研究会、愛知大学、2017
年12月17日）

森 健一

「東亜同文書院大学学生の学徒出陣につい

て」（「東亜同文書院と東アジア──「大旅

行」「従軍」「学徒出陣」──」、日本現代中

国学会第67回全国学術大会、愛知大学、2017
年10月29日）

田辺 勝巳

「東亜同文書院45年+愛知大学70年を伝え

る愛知大学記念館の公開活動をプロデュー

スして―全国49番目に旧制大学として創立

した愛知大学のブランドアップのために―」

大学教育研究フォーラムin東海2017、金城

学院大学、2017年3月25日）

「旧制大学として創立した愛知大学の創成

期──新制大学への移行期も顧みて──」

（全国大学史資料協議会2017年度総会・全国

研究会、愛知大学、2017年10月12日）

「愛知大学記念館と東亜同文書院大学記念

センター」（名古屋大学大学文書資料室ニュ

ース第35号、2018年3月）

 
〔販売刊行物〕 

愛知大学東亜同文書院大学記念センターシリ

ーズ（2017年3月以降） 

三好章監修、広中一成、長谷川怜編『方鏡

山浄圓寺所蔵藤井靜宣写真集』、社会評論

社、2017年3月 
 
愛知大学東亜同文書院大学記念センター叢書 

馬場毅編『近代日中関係史の中のアジア主

義──東亜同文会・東亜同文書院を中心

に』、あるむ、2017年3月 
加納寛編『書院生、アジアを行く──東亜

同文書院生が見た20世紀前半のアジア』、

あるむ、2017年3月 
佐藤恭彦、藤田佳久編『日本人学徒たちの

上海──上海日本中学校生と東亜同文書

院生』、あるむ、2017年12月 
三好章編『アジアを見る眼―東亜同文書院

の中国研究―』2018年3月、あるむ 
愛知大学東亜同文書院大学記念センター

東アジア仏教運動史研究会編『真宗大谷

派浄園寺所蔵 藤井静宣関連資料（目録

と解説）』、あるむ、2018年3月 
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東日新聞　2017 年 5月 9日（火）
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ー
ス
が
あ
る
。
2
o
1
8
年
す
る
中
で
、
越
知
さん
は
愛
知
大
創
立
当
初
か
ら
農
学
賣
任
を
と
り
学
長
を
辞
任
。
そ
の
た
め
「
学
部
増
設
ど
文
亜
同
文
書
院
大
学
の
よ

ーつ
な
、
全
国
区
のK学
に
な

度
、
こ
れ
に
「
食
屡
醤
コ
ー
ス
」
が
加
わ
る
。
変
知
大
部
を
設
置
す
る
精
想
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
。
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
」
藤
田
佳
久

•
愛
知
大
名
音
教
っ
て
ほ
し
い
と
広
っ
て
い
る
。

は
新
設
コー
ス
の
カ
リ
キュ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て
、
早1
9
4
6

年
に
当
時
の
文
部
省
に
挺
出
さ
れ
た
大
学
授
）
。
こ
う
し
て
屡
学
部
構
想
は
頓
挫
し
、
い
ま
に
至
っ

g
迎
橋
校
舎
を
側
面
支
援

．

け
れ
ば5
月
中
旬以
降
に
公
表
す
る
予
定
だ
と
い
う
。
設
立
認
可
申
謂
四
に
は
「
地
域
の
要
望
に
即
応
し

、
将

当
時
の
愛
知
大
が
農
学
部
設
置
を
裟
索
し
て
い
た
痕
て
い
る
。
「
食
農
環
箋
コ
ー
ス
」
の
新
設
を
含
め
て
、
豊
濶
校
舎

こ
。
跡
は
、
ほ
か
に
も
あ
歪
開
学
当
初
の
翌
g
校
舎
の
地
8
震
学
部
設
置
を
慟
き
か
け

を
側
面
か
ら
支
援
し
よ
う
と
い
＿
つ
動
き
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
コ
ー
ス
開
設
に
特
別
な
惑
慨
を
泡
＜
人
が
い
来
農
学
部
、
水
産
専
門
部
を
設
け
」

と
記
さ
れ
て
いナ

る
。
0
B
(
1
9
5
3年
卒
）
の
越
知
翌
さ
ん
(
8
6
)
1
1
ま
た
開
学
の
際
に
集
ま
っ
た
寄
付
金
の
内
訳
を
み
る
図
を
み
る
と

、

か
な
り
の
広
さ
の
農
場
の
存
在
が
確
認
「
釦
立
者
の
精
神
を
継
承
す
る
大
学
に
し
た
い
」
。

0

同
窓
生
や
同
校
舎
の
地
元
住
民
、
人
学
数
且
有
志
な

晨
市
1
1は
こ
こ
1
0年
ほ
ど
、
時
間
や
労
力
な
ど
を
母
と
、
笠
牒
市
か
ら
の

5
0万
円
（
現
在
の
価
佃
で
2
憶
円
）
で
き
る
。
ま
た
文
系
学
部
ば
か
り
の
大
学
に
は
不
釣
り

B
の
1

人
と
し
て
越
知
さ
ん
は
、
本
間
氏
の
遺
志
を
受
ど
で
「
愛
知
大
学
駿
橋
校
舎
の
港
性
化

•

利
活
用
を
考

校
の
た
め
に
哭
や
し
、
農
学
や
四
境
学
を
学
べ
る
大
学
の
ほ
か
に
、
新
城
市
在
住
の
冨
田
賣
平

氏
か
ら
3
0万
円
、
合
い
な
ほ
ど
立
派
な
化
学
実
験
室
を
備
え
て
い
た
こ
と
け
継
ぐ
決
意
を
固
め
た
。
愛
知
大
の
開
学
の
理
念
に
有
え
る
会
」
を

5

月
中
に
立
ち
上
げ
る
。
同
会
の
発
起
人

に
し
よ
う
と
奔
走
し
て
き
た

C

同
氏
が
社
長
を
務
め
る
日
本
農
産
也
字
研
究
所
か
ら

2
0
も
わ
か
っ
て
い
る
。
能
な
農
莱
摺
導
者
の
育
成
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
紹
介
す
に
名
を
連
ね
る
別
所
興
―

•

愛
知
大
元
教
授
は

、

翌
愕

こ
と
の
発
端
は
、
越
知
さ
ん
が
愛
知
大
東
亜
同
文
書
万
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。
明
ら
か
に
農
学
部
設

偉
を
期
施
設
面
だ
けで
な
く
、「
農
棠
指
導
教
授
」
が
在
項
る
論
文

を
発
表
し
た
ほ
か
、
同
窓
会
や

大
学
、
父
母
会
校
舎
に
と
っ
て
「
前
追
の

桟
運
が
出
て
き
た
こ
と
を
強

院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
の
客
呉
研
究
晨
を
委
嘱
さ
れ
た
待
し
た
も
の
だ
っ
た
と
越
知
さ
ん
ほ
名
。
三
好
四
郎
と
い
う
そ
の
空
芦
は
、
東
亜
同
文
也
院
大
学
で
の
協
力
を
四

て
組
織
を
立
ち
上
げ
、
な
ぜ
誤
学
部
が
必
m
し
た
い
」
と
話
す
。
今
綾
は
豊
梱
校
舎
を
ど
の
よ
＿
つ

農
菜
研
究
只
だ
っ
た
人
物
だ
。
ち
な
み
に
当
時
学
内
に
あ
要
な
の
か
を
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
た
意
見
書
を
取
に
活
用
す
る
か
や
、
新
た
な
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
す

っ
た
自
然
科
学
系
の
研
究
施
設
の
所
長
を
務
め

て
い
た
り
ま
と
め

、

当
時
の
学
長
宛
て
に
送
付
し
た
。
る
島
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

の
は
生
物
学
老
の
大
内
義
郎
骸
皮
。
後
に
フ
ァ
ッ
ジ
ョ
ン
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
瞑
し
て
、
農
学
部
の
実
璃
可
愛
知
大
は

1
9
4
6

年
1
1月
、
旧
制
大
学
と
して翌

,
A
)
し
て
酒
酬
す
る
大
図
學
さ
ん
灸
X
親
芸
能
性
が
ど
の
程
度
あ
る
か
邸
べ
て
も
ら
っ
た
。
費
用
は
栂
市
に
設
立
さ
れ
た
。
開
学
か
ら

7
0年
余
り
を
経
て
「
食

癸
学
創
立
者
の
悲
願

越
知
さ
ん
が
個
人
で
負
担
し
た
。
さ
ら
に
コ
ン
サ
ル
タ
悶
四
塙
コ
ー
己
が
新
殴
さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
、
越
知

農
学
部
塁
を
主
溝
し
て
い
た
の
は
、
終
讐
で
東
ン
ト
に
懇
学
部
設
置
に
向
け
た
提
言
書
の
作
成
も
器
さ
ん
は
「
大
鸞
立
者
（
本
閻
氏
）
の
精
神
を
農
で

欝
文
橙
哭
饗
の
職
に
あ
り
、
後
身
8
覇
大
で
し
、
1
5
0
0

部
の
冊
子
を
印
刷
す
る
予
定
で
、
こ
ち
き
た
欝
大
学
。
雉
し
か
っ
た
が
無
駄
で
は
な
か
っ
た
」

も
第
2
代
と
第4
代
の
学
長
を
務
め
た
本
問
宮
一
氏
ら
の
山
四
も
自
腹
だ
。
と
ひ
と
宅
す
安
堵
（
あ
ん
ど
）
＠
溢
坦
涅
か
べ
る
。

(1
8
9
1
\
l
9
8
7

)だ
。
き
ょ
う5月
9

日
は
本
越
知
さ
ん
が
農
学
部
にこ
れ
だ
け
こ
だ
わ
る
の
は
、
た
だ
し
、
謳
学
部
の
夢
を
あ
き
ら
め
た
わ
け
で
は
な

間
氏
の3
0回
自
の
命
日
に
あ
た
る
。
鼈
愛
す
る
本
間
氏
笠
翌
堂
継
い
で
も
ら
い
た
い
と
い
い

。

様
々
な
人
た
ち
の
男
で
コ
ー
ス
開
設
ま
で
や
っ

0
9年
春
、
本
間
氏
の
親
族
が
愛
知
大
を
見
学
に
訪
れ
—
つ
使

命
惑
だ
け
が
理
由
で
は
な
い
。
近
年
、
豊

橋
校
舎
と
た
ど
り
着
い
た
が
「
豊
塙
市
や
豊
虞
商
工
会
議
所
に
、

た
。
そ
の
際
、
本
岡
氏
の

q
品
を
処
分
し
よ
う
と
考
え
か
ら
い
く
つ
か
の
学
部
が
名
占
屋
に
移
転
し
、
こ
の
ま
変
大
創
立
時
の
よ
＿
つ
な
協
力
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

て
い
る
と
の
話
を
越
知
さ
ん
は
耳
に
す
る
。
大
学
創
立
ま
で
は
開
学
の
地
が
寂
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
越
知
さ
ん
。
地
域
で

に
口
献
し
た
人
物
の
費
H
な
史
料
が
失
わ
れ
る
の
を
危
い
う
危
甑
感
が
背
景
に
あ
る
。
一
体
と
な
っ
て
榔
逗
を
盛
り
上
げ
、
開
学
の
地

・

豊
儒

但
し
、
半
年
後
に
越
知
さ
ん
は
山
形
県
川
西
町
に
あ
る
愛
知
大
は

2
o

1
2

年
4

月
、
名
古
隅
市
中
村
区
の
で
愛
知
大
が
さ
ら
に
存
在
感
を
高
め
て
い
＜
こ
と
を
切

本
問
氏
の
生
家
を
訪
問
。
そ
こ
で
見
つ
け
た
手
紙
の
中
さ
さ
し
ま
ラ
イ
プ

2
4地
区
に
名
占
隧
校
舎
を
開
校
し
、
躍
し
て
い
る
。

来
春

「
食
農
環
境
コ
ー
ス
」
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近
着
図

書

＊
「
近代
日
中関
係
史
の
中

同
セ
ン
タ
ー
が2
o

1
2

年

の
ア
ジ
ア
主
義」
馬
場
毅
編
度
か
ら
5

カ
年
に
わ
た
り
文
部

本
県
と
ゆ
か
り
の
深
い
愛
知
科
学
省
の
支
援
事
業
と
し
て
行

大
学
の
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
っ
た
共
同
研
究
の
う
ち
、
「
近

念
セ
ン
ター
が
「近
代
日
中
関
代
日
中
関
係
の
再
検
討
」
グ
ル

係
史
の
中
の
アジ
ア
主
義i
東

ー
プ
6

人
の
研
究
成
果
を
ま
と

亜
同
文
会・
東
亜
同
文
害
院
を
め
た
も
の。

‘

中
心
に
」
を
発
刊
し
た

。

愛
知
大
学
は
、
東
亜
同
文
会

ゞ
J

h
.

＇
，
け
を
設
立
埒
伝
と
す

る
東
亜
同
文
書
院

~
'

i
,
-
l

F
“
サ
"
E

成
祗
い大学
（上
海
）を
、

雲
賃”

心
汽
：

終
戦
後
に
引
き
継

嗅
ぃ
だ
実
質
的
な
後

さ
'
ご
：

そ
怠
継
校。

東
亜
同
文

#
’
？会
は
陸
蔑
南
（
弘

g
e、
前
開
身
）
ら
の

県
人
の
関
わ
り
も
鮮
明
に

東
亜
会
と
近
衛
篤
麿
ら
の
同
文

会
が
合
併
し
て1
8
9
8

年
に

設
立
さ
れ
、
躙
南
が
初
代
幹
事

長
、
成
田
典
作（同
）
が
事
務

へ
ん
ヤ
ヤ
“

局
と
編
纂
局
主
任
を
務
め
て
い

る
。本

書
で
は
、
編
者
も
務
め
た

馬
場
毅
•

愛
知
大
名
音
教
授
、

栗
田
尚
弥・
沖
縄
東
ア
ジ
ア
研

究
セ
ン
ター
主
任
研
究
員
ら
が

東
亜
同
文
会
設
立
の
背
景
や
、

当
初
は
「
文
化
事
業
重
点
主
義
」

を
採
っ
た
同
会
が
義
和
団
事

住
孫
文
の
恵
州
起
蒙
を
経
て

「支
那
保
全」へ
と
舵
を
切
り
、

義
和
団
事
件
終
結
後
も
満
州
か

ら
撤
退
し
な
い
ロ
シ
ア
に
対
抗

す
る
た
め
近
衛
ら
が
1
9
o
o

年
9

月
に
国
民
同
盟
会
を
結
成

し
て
「支
那
保
全」
の
実
を
挙

げ
よ
う
と
す
る
ま
で
の
全
体
像

を
翫
し
て
い
る
。

ま
た
、
武
井
毅
和
同
セ
ン
タ

ー
研
究
員
は
、
孫
文
側
近
の
山

田
純
三
郎
（同
）
の
活
動
を
、

革
命
派
の
財
政
基
盤
確
立
に
向

け
た
資
源
開
発
に
貢
献
す
る
た

め
日
中
交
渉
に
尽
力
し
た
と
す

る
、
従
来
に
な
い
視
点
か
ら
分

析
し
た。

＇

そ
れ
ら
の
結
果
、
躙
南
、
日

本
人
最
初
の
中
国
革
命
の
霰
牲

者
と
な
っ
た
山
田
良
政
（純
三

郎
の
兄）
｛口
県
人
と
そ
の
周
囲 の

人
々
が、

急
激
に
緊
迫
の
度

を
深
め
る
極
東
情
勢
に
ど
う
向

き
合
っ
た
か
も
、
よ
り
鮮
明
に に

な
っ
た。

あ
る
む
刊
、
税
別27
o
o

円
。
（

松
田
修
一）
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亜
同
文
璽
院
大
学
記
念

愛
知
大
の
歴
史
紹
J^
I

セン
タ
ー（爵
県
豊橋

前
身
の
東
亜
中
区
で
書
な
ど
展
示
市
）
が
主
催
し
た

。

全
国

同
文
書
院
大
も
危
で
開
い
て
お
り
、
静

愛
知
大
や
前
身
の
東
亜
亜
同
文田院
の
学
籍
簿
の
岡
県
内
で
の
開
催
は
初

同
文
書
院
大
学
の
歴
史
を
レ
プ
リ
カ
や
、
建
学
に
携
め
て

。

担
当
者
は
「集
内

振
り
返
る
「東
亜
同
文霞
わ
っ
た
近
條
篤
麿
の藝
な
の
卒
業
生
に
も
学
校
の

院
の
四
十
五
年
愛
知
大
ど
約
八
十
点
を
展
示
し
歴
史
を
振
り
返
っ
て
も

学
の
七
十
年ー
愛
知
大
学
た

。

中
国
要
人
か
ら
贈
ら
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い

記
念
館
所
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
れ
た魯も
あ
り
、
当
時
の
る。

ン
展
」
が
十一日
、
浜
松
日
中
交
流
が
う
か
が
え
午
前＋時
ー

午
後
七
時

市
中
区
の
ク
リ
エ
ー
ト浜
る
。

半
(+
七
日
は
六
時
ま

松
で
始
ま
っ
た。
十
七
日
展
示
会
は
、
愛
知
大
東
で
）。
（

吉
川
翔
大
）

ま
で
。

東
亜
同
文
書
院
は
一
九

0
一
（
明
治
三
ナ
四）

年
、
中
国
•

上
海
に
創
立

さ
れ
た。

日
中
友
好
に
貢

献
す
る
人
材
を
輩
出
し
た

が
、
四
五
年
の
終
戦
で
歴

史
に
尊
を
閉
じ
た。
翌

年
、
当
時
の
教
員
や
学
生

の
多
く
を
受
け
入
れ
る
形

で
愛
知
大
が
誕
生
し
た
。

会
場
に
は
、
日
本
に
持

ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た
東

パ
飢

iq

' 
ー
ー
ぃ
｀
＂
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東亜同文書院の45年
愛知大学の70年
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一約クリエート浜松芦忠芯忠Ill地のI

愛知大学記念館所蔵コレクション展
7/llc火） --17(祝） ギャラリー35
嘩3代 10: 00~!9: 30 棗終日のみ10: 00-16: 00 

覧aい滋領襲元浜讐『＿這聞風j (19刀記）
•貫蚕同文書院初代院長根津ー ●「至翫如神」
・犬養穀書r恕焦怨(ra;,,,心があれば綬みCとはない」の1)」傷乃代内閣ビ霞大巨、 1929年1
·東至問文書院大学の学籟簿および飯繍簿(1 901-1945年）
信収されていた稟亜同文書院の直日辞奥原稿カード(1954年．愛知大学へ返還）
況文 ●「山111良政先生墓溝J(19 1 3"'-J.C天下為公
写真凛文と山暉三駆J(1911 年). 「孫と宋慶齢J(19'1年）
伽＊学教科曹,/-H創立閤： 194碑-1
珈芍血＊閾iーがGH偲古風卑這に出した躙耐ど

講演会 7/11<火） 13:30~ ホール
13:40- 「墾知大学70周年とii!なるプランドづくりをめさして」
lA:10 

三好 • (JI亜同文書院大字記念センタ一畏、 R代中国'!<811教授）

14:1 0- 「地域貢鼠と盪知大学～「知を1し世界へ」と「増を璽し未寮へJ~J
14:50 

畔野洋一〈地域政震字郎教授｀ 前的墳砂斧字部長1

IS:45 
1s:oo- 「近衛豪と東亜同文書院、 そして髭知大学」

藻田 佳久（愛大亭名童教授、元東亜同文書院人工記品正ンター長）

疇~ ~i 魯 :fi ¥,1 
ニ鱗：：：=-

点

会

o

-下

8
 

ど

展

な
で区

書

中

の
で
ら
ま
文
日

孫
1
7

戦
後
間
も
な
く
豊
橋
市

で
創
立
さ
れ
7
0年
を
迎
え

た
愛
知
大
と
、
中
国·上

海
で
4
5年
に
わ
た
り
日
本

人
学
生
を
育
成
し
同
大
のf

前
身
に
な
っ
た
高
等
教
育
学
記
念
セ
ン
タ

ー

（豊
橋
文
ら
中
囲
の
政
治
家
の
書

機
関
「東
亜
同
文書
院
」
市
）
が
所
蔵
す
る
、
同
院
な
ど
約
即
点
を
並
べ
た

。

の
歴
史
を
振
り
返
る
展
＿
ホ
創
設
に
関
わ
っ
た
近
衛
敗
戦
と
同
院
の
閉
校
に

含
か且
日
、
浜
松
市
中
区
家
ゆ
か
り
の
品
々
や
孫
伴
い
教
職
員
や
学
生
が
苦

の
ク
リ
エ
ー
ト
浜
松
で
始

ま
っ
た。
1
7日
ま
で
。

同
大
東
亜
同
文
書
院
大

愛知大と前身の東亜同文書院

I l 
-
__•-

区
心
の
末
に
接収
を
免
れ
日
タ
ー
長11
ら
に
よ
る
講
演

中
本
へ
持
ち
帰っ
た
学
躇
簿
会
も行
わ
れ
た。

市松
や
成
績
簿
の
ほ
か
、
同
院
2

0
0
 
6

年
以
降
、
国

浜
と
静
岡
県
と
の
関
わ
り
を
内
外
で
開
い
て
い
る
同
大

会
―
―

示
解
説
す
る
パ
ネ
ル
な
ど
も
の
歴
史
な
ど
を
紹
介
す
る

あ
る
。

展
示
、
講
演
会
の
一
環

。

展たべ
初
日
は
、
同
大
の
藤
田
展
示
は
午
前1
0時
ー
午

を
佳
久
名

誉
教
授1
1一卒
東
亜
後7
時
半。
最
終
日
は
午

並

同
文
否
院
大
学
記
念
セ
ン
後

4

時
ま
で。
入
蝙
無
料゜

どな雪の文孫るす蔵面大知愛
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二
ー
村
に
通
っ
て
創
作
に
し
て
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
恩
胃

―＋
一
月
十
四
曰
ま
で
。
日
ー
開
館
。
入
場
無
料

。

取
り
組
ん
だ
。
今
春
に
は
返
し
が
で
き
た
」
と
話
し
展
示
は
大
学
記
念
館
で
月
曜
休
み
だ
が
、
五
日
は
（
阿
部
竹
虎
）

愛
知
大
か
ら
名
誉
博
士
号

H

本
の
風
景
名
作
並
ぶ

会
場
に
は
紅
葉
が
美
し

平
松
さ
ん
、
固
校
愛
大
で
絵
画
展
を
授
与
さ
れ
た
。

日
本
画
家
平
松
礼
二
さー別
展
示
会
が
十
二
日
、
母
（
豊
檎
市
町
畑
町
）
で
始
い
「
阿
寺
の
七
滝
（
三

ん
（
七1
3の
名
作
が
並
ぶ
特
校
の
愛
知
大
豊
稿
校
舎
ま
る。

東
三
河
や
全
国
各
河
）
」
や
「
路
・

三
河

地
の
風
景
画
を
中
心
に
湾
」
な
ど
の
風
呆
画
の
ほ

約
八
十
点
を
展
示
す
る
。

か
、
平
松
さ
ん
が
十一年

十
一
日
、
平
松
さ
ん
も
来
間
に
わ
た
り
雑
誌
「
文
芸

場
し
て
開
場
式
が
あ
っ
春
秋
」
の
毎
号
に
描
い
た

声
で
た

。

表
紙
画
の

一部
も
展
示
し

解
舎
東
京
都
出
身
の
平
松
さ
て
い
る
。

ん
は
県
立
旭
丘
高
美
術
幅
四
認
の
び
ょ
う
ぶ
絵

こ
校

卸
橋

を

豊
科
を
卒
業
後
、
愛
知
大
法

「空
へ
向
か
う
鄭
叩
」

大

経
学
部
（
当時
）
に
進
学
（
二0
一
六
年
）
は
初
公

蓮
知

し
名
古
屋
校
舎
で
学
ん
開。
モ
ネ
が
描
い
た
池
の

睡
愛

—
つ一
＿

か
ん
だ
。

ス
イ
レ
ン
を
前
に
、
桜
の

一
九
九
0
年
代
か
ら
花
と
モ
ミ
ジ
の
葉
を
ち
り

向
さ

ヘ
松謡

は
、
日
本
芙
術
の
影
響
を
ば
め
た
作
品
。
開
場
式

受
け
「
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
」
後
、
平
松
さ
ん
は
「
異
な

を
表
現
し
た
十
九
世
紀
フ
る
四
季
を
融
合
す
る
感
性

ラ
ン
ス
の
画
家
モ
ネ
の
挺
は
、
西
洋
人
に
も
理
解
し

点
、
パ
リ
郊
外
の
ジ
ベ
ル
て
も
ら
え
た
。

日
本
人
と
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平
松
礼
一

一画
伯
特
別
展
示
会
を
撮
る

愛
知
大
学
創
立7
0周
年
記
念
名
誉
博
士
平

松
礼
二
画
伯
特
別
屎
―
ホ
会
ー
日
本
画
か
ら
世
界
画

ヘ
ー
が
、1
1月
1
4日
ま
で
、
愛
知
大
学
翌
橋
キ
ャ

ン
パ
ス
大
学
記
念
館
2

階
で
行
わ
れ
て
い
る
。

日
本
美
の
特
巽
を
「
精
神
性
」
と
「
装
飾
性
」

「
様
式
性
」
に
集
約
さ
れ
る
と
語
る
平
松
礼
二
さ

ん
。
「
文
藝
春
秋
」
の
表
紙
絵
を

1
0年
に
わ
た
り
担

当
。
ク
ロ
ー
ド・
モ
ネ
に
触
発
さ
れ
フ
ラ
ン
ス
．

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
を
日
本
美
の
美
し
さ
の
中
に
表
現

し
た
。
日
本
は
も
と
よ
り
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ

な
ど
で
も
そ
の
作
品
の
色
彩
の
芙
し
さ
と
装
飾
性

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

。

今
回
の
農
＿
示
会
で
は
、
平
松
さ
ん
自
身
が
「
私

の
足
い
画
家
生
活
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
」
と
紹
介
し

て
い
る
よ
う
にf
束
海
地
方
中
心
の
作
品
や
日
本

各
地
の
作
品、

文
藝
春
秋
の
表
紙
絵
、
フ
ラ
ン
ス

•

ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
、
中
国
取
材
中
心
作
品
な
ど

8
0

点
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
撮
影・
文
、
新
村
猛
）

• 
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一

子
屋
式
の
学
校
」
が
開
設
さ
れ
る
。

中

量
が
上
海
を
接
収
し
、
日
杢
が
身

の
危
険
を
感
じ
る
混
乱
の
時
期
に
も
、

学
ぶ
場
所
が
確
保
さ
れ
た
の
だ
。

寺
子
屋
は
、
「
補
習
室
」
や
「
童
話

会
」
の
名
称
で
引
き
揚
げ
が
完
了
す
る

3

年
後
ま
で
続
い
た
。
対
外
的
な
配
慮

か
ら
「
童
話
会
」
と
命
名
し
た
の
は
内

山
完
造
だ
っ
た
。
「
学
生
の
オ
ア
シ

ス
。

内
地
の
発
禁
本
が
ち
ゃ
ん
と
棚
に

並
ん
で
い
た」
と
い
う
内
山
書
店
の
経

営
者
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
だ
。

書
院
生
は
主
に
本
土
か
ら
の
学
生
だ

シ
ャ
ン
チ
ュ
ウ

っ
た
が
、
「
上
中
」
の
生
徒
の
ほ
と
ん

ど
は
上
海
育
ち
だ
っ
た
。

家
業
が
旅
館

だ
っ
た
生
徒
は
、
陸
軍
を
慰
問
し
た
歌

1

j

手
の
渡
辺
は
ま
子
の
自
撃
談
を
書
い
て

い
る
。

宴
会
の
余
興
に
歌
を
注
文
し
た

．
海上の

将
校
を
相
手
に「酒
宴
の
座
興
に
は
歌

た

ゎ
な
い
」
と
た
ん
か
を
切
り
、
大
騒
ぎ

ち徒
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
ん
な
逸
話
も
い

学人
く
つ
か
載
っ
て
い
る。

3
1
4

や
。
2

日r
2
.
0
8
6
1
)o

,

＇

（
佐
藤
雄
二）．

本
千
円
十
税
。

あ
る
む
(
O
5
2
.、3
3

愛大同文書院叢書に新作

戦
時
下
H

本
人
学
徒
た
ち
の
上
海




